
























【調査結果】 

①G 層（浮き型拡散防止工直下付近深度）の透水係数は 4.7×10-2～1.5×10-1cm/sec と非常

に高いことから、水位低下工法の適用は極めて困難と想定される。 

②奄芸層群 Tc 層のルジオン試験結果はいずれも 0（最大 500kPa で注水不可）であり、5m

以上連続する区間で、不透水基盤となる性状が期待できる。 

③奄芸層群 Ts 層の透水係数（湧水圧測定による）は 10-4cm/sec 程度であり、本層が挟ま

れる区間は、不透水基盤として期待できない。 
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